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１．はじめに 
現在、Web 情報量は 1 億ページを超える。その
ような中で、問題視されているのが Web 上から見
つけたい「情報」が見つけにくくなっているという

ことである。それにより、Web 情報検索はクエリ
を 1語入力しても良い結果が得られなくなってきた。 
そこで個人適応化 Web 情報検索システムにより、
個人履歴情報から個人の嗜好に合った検索結果を求

める提案をした。本研究はその改良版として個人支

援型Web情報検索システムを提案する。 
 
２．従来の情報フィルタリング技術 
2-1 情報フィルタリングとは 
情報フィルタリングとは情報空間から必要な情報

を抽出する事である。そして、その情報フィルタリ

ングの種類として協調フィルタリングとコンテント

ベースドフィルタリングといった 2 種類のものがあ

る。今回は協調フィルタリングを使うので、そちら

について述べようと思う。 

協調フィルタリングは他の同じ嗜好を持つユーザ

の情報を用いて、情報の推薦を行う仕組みで、メモ

リベースとモデルベースといった種類がある。 
メモリベースのものとして、ピアソンの相関関数が

ある。これは 2 変数 X，Y が n 組あるとし、ピア

ソンの積率相関係数 r は，「変数 X と変数 Y の

共分散」と「それぞれの変数の標準偏差」から求め

られる。また、その方法に使われている最短距離法

（nearest neighbor method）といったものがある。

この相関係数の値は－1～1の間の値をとる。値が

１に近いほど 2つのベクトルの相関が強く、－1に

近いほど逆相関が強い。そして、その絶対値は０に

近いほど相関関係が無く、1に近づくほど相関関係

が強い。 

 

 

 

 

2-2 現在のWeb情報検索システムの問題点 
現在、Web 情報検索システムの一番の問題とし
て、同じクエリ（検索語）で検索したユーザはどの

ユーザが検索しても同じ検索結果が出てしまうとい

った問題がある。そこで、本研究では個人適応検索

システムの中核として情報フィルタリング技術を用

いた Web 情報検索システムにより以上の問題点を
解消することを目的として、より良い検索システム

の実現を目指す。 
 
３．個人支援型Web情報検索システム 
3-1 提案システム全体概要 
本研究の提案システム全体図を Fig.1 に示す。本
システムは情報フィルタリング技術のひとつである

協調フィルタリングを使って、Web 情報検索で個
人を支援するシステムである。 
具体的なシステムの提案としては、まずユーザが

Web 情報検索を使って検索を行い、その閲覧履歴を

収集し、個人プロファイルを生成する。そして、次

に検索を行う場合にユーザはクエリを 1 語入力し、

そのクエリに対して関連したもうひとつのクエリを

個人プロファイルに基づいて、自動的に追加を行っ

て検索を行う支援システムである。 
支援システムの主な部分として、フィルタリング部、

検索部、個人プロファイル部といった 3 つの部分で

構成されている。 
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図.1 システムの全体図 
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本システムは「検索部」「情報フィルタリング部」

「個人プロファイル部」の３つのモジュールで構成

される。 
3-2 情報フィルタリング部 
本部分は「協調フィルタリング部」から成り立つ。

まず、協調フィルタリングとはユーザ対グループの

評価値行列を作る場合、評価値を予測するのに必要

なものである。そして、協調フィルタリングの方法

として最短距離法（nearest neighbor method）が
挙げられる。この方法ではまず、対象となるユーザ

群に対して、類似度の重み付けを行う。その場合の

類似度は評価値のベクトル計算でピアソンの相関係

数を使う。簡単な式としては 
 

変数Ｙの標準偏差変数Ｘの標準偏差

散変数Ｘと変数Ｙの共分

×
=r  

 
といった式となる。 
そして、対象となったユーザの中から、高類似度

をもつ 2～3 人のユーザを同じ嗜好を持ったユーザ
とする。そして、そのユーザの評価値を使って、そ

の予測値を計算するといったことを行う。 
この協調フィルタリングを使うことで、検索の「検

索の網羅性」と「個人の嗜好」とを両立させた検索

が可能になる。 
3-3 検索部 
 本部分では検索エンジンを使い、ユーザが検索
結果からページを閲覧する。そして、その閲覧履歴

の Web ページからフィルタリング部にデータを送
る。そして、次の検索を行う場合には、個人プロフ

ァイルに基づいた個人支援型の検索を行うとする。 
3-4 個人プロファイル部 
本部分は「個人プロファイル」から成り立つ。 
この部分は協調フィルタリングを行うための単語の

登録を行い、その単語の評価値なども一緒に保存し

ておくとする。 
しかし、実際検索を行った場合はユーザの嗜好が

長年趣味としている事に関連した長期的に使われる

単語や瞬間的（TV で気になった歌手）に連想され
た短期的に使われる単語があると考えられる。 
そこで、個人プロファイルには短期キーワード・デ

ータベースと長期キーワード・データベースを分け

て使おうとする。この２つの DBの区分けについて
だが、その日数（初めて登録された日から）によっ

て、短期キーワードと長期キーワードとして分ける

とする。しかし、それだけではユーザにとって賞味

期限が切れた単語が出てきてしまうため、単語の頻

度を比べる判定を行うとする。これは短期キーワー

ド内で単語の出た頻度と日数を割った数が 0.5 をき
った場合、その単語は削除するといったような方法

で行う。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
４．評価 
本研究では Web 情報検索の新しい検索方法として、

情報フィルタリング技術を用いた Web 情報検索シス

テムを提案した。今までの個人履歴を使った情報検

索システムとは違い、個人の嗜好だけにとらわれず

に検索結果の網羅性も追求することが出来る。今後

は、本システムの実装に向けて進みたいと思う。 

 

５．考察 
従来の情報検索システムは「個人の嗜好」が取り

入られなく、従来の研究では個人の履歴プロファイ

ルだけを使った検索はあったが、それでは「検索の

網羅性」が取り入られない。今回の研究において、

情報検索システムにとって大事である「検索の網羅

性」と「個人の嗜好」とを両立する事が出来るよう

になり、より良い情報検索が行えることが出来ると

考えられる。 
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